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畑中 医療危機対策統括官提出資料



新たな日常に向けた戦略（2020年3月末に作成）
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発生数∝医療キャパシティ逼迫度
経済活性度

感染対策レベル別
（業種・エリア）緩和

現在（20年3月末） 社会の免疫獲得

緊急事態宣言

医療体制の維持

医療・福祉 担い手の保護
高齢者・障がい者などの保護

新たな社会経済モデルへの転換
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3

宣言解除



国際クルーズ船再開に向けた動き
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国際クルーズの受入を再開します〜国際クルーズ運航のためのガイドラインが策定されました〜
（国土交通省：令和4年11月15日）
https://www.mlit.go.jp/report/press/port04_hh_000368.html

https://www.mlit.go.jp/report/press/port04_hh_000368.html


危機の始まり：ダイヤモンドプリンセス号の横浜港入港
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日本最初の新型コロナウイルス感染症対応は、神奈川から始まった

2020年
・1/20 ダイヤモンドプリンセス号横浜港出港
・1/25 香港で下船した乗客が感染していたことが判明
・2/3 横浜港に帰港
・2/5 神奈川DMAT派遣要請・DMAT活動開始
・2/23 全乗客下船完了
・3/1 全乗員下船完了・DMAT活動終了
※陽性患者総数 705名/4,061名

搬送状況 医療機関 搬送人数

神奈川県内 39か所 203名
その他 111か所 566名

※陽性以外の救急搬送を含む

①入院受け皿確保の困難：大量の中等症患者を広域の医療機関に搬送調整することが必要だった
②対象把握・管理の困難：船員・乗客の全体を把握し、既往歴・服薬情報の把握と管理が必要だった

＜クルーズ船対応から得られた課題認識＞



緊急時医療体制の神奈川モデル
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重点医療機関

⾃宅や宿泊施設等

⾼度医療機関

陽性
中等症

発熱診療等
医療機関など

陽性
重症

陽性
無症状 or 軽症

感染の疑い

新型コロナウイルス
コールセンター

受診案内

検査・診断

患者受入・搬送等の調整

患者受入
搬送等の調整

患者受入・搬送等の調整 重点医療機関
協⼒病院

かながわ緊急
酸素投与センター

体調
悪化

重症化

※病床ひっ迫時に2,3週間
程度暫定的に設置

かかりつけ医が
いない場合
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大量の自宅療養者の一元把握・管理基盤

療養中患者

患者さんに合わせた方法で
体調の定期フォローアップ

クラウドで一元管理

電話聞き取り

体調の変化を
チェック

サービス利用形態
 無償協力

 自宅・宿泊施設療養や自主療養となった陽性患者のフォローアップに必要な医療情
報・経過観察情報を一元的に管理

 LINEアプリやAiCallと連携し、療養中の体調管理情報を取り込み・記録
 情報をクラウド化することでフォローアップ体制を県庁に集約、限られた保健師・
看護師のリソースをテクノロジーで補う体制を構築

対象を一元化し、自動化された自宅療養の仕組みを構築



その後の入国者感染対策の概要（廃止も含む）
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CIQ

自宅、宿泊施設(ホテル)

厚生労働省

自治体・保健所 医療機関

入国者健康確認センター

フォローアップ終了

WEB質問票

入院

自宅・宿泊療養施設

検疫所管下
医療機関

入院

隔離・療養

解除停留

見回り訪問

居所管理
ビデオ通話 位置情報確認

アプリ
健康観察
メール・電話

積極的疫学調査
疑似症フォローアップ

濃厚接触者調査
入国者陽性者把握

陰性
陽性

発生届
代理入力

重症化

入国時検査
証明書確認

居所不明

居所不明
氏名公表



神奈川の自宅療養システムを参考に構築された入国者管理の仕組み
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厚生労働省入国者健康確認センター
https://www.hco.mhlw.go.jp

https://www.hco.mhlw.go.jp


検疫機能（ファストトラック）を統合した政府共通CIQサービスへ
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デジタル庁入国手続オンラインサービス Visit Japan Web
https://vjw-lp.digital.go.jp

https://vjw-lp.digital.go.jp
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厚生労働省「船舶での入国に関する送付フォーム」
https://www.hco.mhlw.go.jp/ship/

現時点の、国際定期船ごとに入国前登録するシステム

https://www.hco.mhlw.go.jp/ship/


乗客・乗員リストおよび付帯情報
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神奈川県から政府に対して恒久的な措置を求めるべきこと
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①検疫法改正後も、国の責務において国際クルーズ船での
入国前把握の徹底（乗員・乗客名簿の提出義務化）

②船内感染者発生時の検疫所体制の強化

③新興感染症の発生時には検疫主体の迅速な対応できる
実効性のある備えの徹底


